
で
す

由
利
本
荘
市
議
会

令和２年度決算を認定　　　▶Ｐ２

議論の中からピックアップ　▶Ｐ４

ここが聞きたい　一般質問　▶Ｐ６

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　▶Ｐ１２

９月定例会

由利本荘市議会だより
令和３年／２０２１年１０月３１日　第６６号

編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
議
会
の
動

き
が
伝
わ
る
よ
う
、
な
る
べ
く
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
き

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
誤
字
脱
字
・
誤
植
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
「
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
」
の
末
、
完
成

に
至
る
難
し
さ
を
実
感
。
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
行
事
が
中
止
さ
れ
、
表
紙

の
ネ
タ
探
し
も
苦
慮
。
こ
こ
に
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
収

束
を
切
に
望
む
と
と
も
に
、
４
年
間

の
ご
愛
読
に
感
謝
し
な
が
ら
、
最
後

の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　（
岡
見
善
人
）

の住む矢島地域には、４００年以上の歴史が

あると言われている八朔祭りがあります。毎

年９月の第２日曜日に行われ、土曜日の宵宮には神

楽太鼓の音が響き、日曜日の祭り当日は、６丁の山

車が御神輿とともに町内を練り歩きます。祭りまで

の間、練習や準備で町が活気づき、一年で最も楽し

い時期だと私は思います。

　しかし、昨年と今年は、コロナの影響で中止に

なってしまいました。夏の終わりの夜にいつも聞こ

えてきていた笛や太鼓の練習の音が聞こえなくなる

ことなど、想像もしていませんでした。早くコロナ

が終息して、またあの時のような笑顔があふれる町

になることを願っています。

は、何歳になっても矢島で生活したい。鳥海

山に子吉川、緑の山々、自然豊かな街。

　矢島駅の駅カフェ。クリームソーダがとてもおい

しい。おいしいと言えば、しょうがラーメンに虎の

子まんじゅう、ジャージーソフトと次々に挙がる矢

島名物。まろやかで濃厚なソフトを食べれば元気が

わいてくる。日本酒もワインも生産されている。地

元の自慢だから、子どもでも地元のお酒の銘柄を

知っている。私は、こんな素晴らしいものを作って

いる生産者が矢島にいることを、誇りに思う。

　矢島には、おいしいものがまだまだある。おいし

いものは、人を幸せに元気にしてくれる。矢島に食

べ物テーマパークができたら、もっと多くの人と楽

しく暮らせると思う。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.24

私 私

おいしいものの里　矢島もう一度笑顔があふれる町へ

矢島小学校 ６年

さん佐藤 朱莉

矢島中学校 ３年

（町内名　豊町）（町内名　舘町）

さ とう あか りさ とうみ り

さん佐藤 未理

たくさん みのって よかったね！／小友保育園稲刈り（９月２７日）

12収穫で笑顔いっぱいの さくら組さん（左）すみれ組さん（右）

委
員
長
　
　
佐
々
木
　
茂

副
委
員
長
　
岡
見
　
善
人

委
員
　
　
　
伊
藤
　
岩
夫

　
　
　
　
　
今
野
　
英
元

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
正
木
　
修
一

　
　
　
　
　
佐
藤
　
義
之

　
　
　
　
　
小
松
　
浩
一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

〒015-8501  秋田県由利本荘市尾崎17番地

電話／0184-24-6386　FAX／0184-27-1793
発行／由利本荘市議会

編集／議会報編集特別委員会

ホームページ  https://www.city.yurihonjo.lg.jp
由利本荘市議会 検 索

　長
年
望
ん
で
い
た
喫
茶
店
が
矢
島
駅
待
合
室

に
で
き
ま
し
た
。
と
も
す
れ
ば
人
の
気
配
の
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
待
合
室
に
喫
茶
店
が
で
き
て

か
ら
、
町
内
の
方
々
が
友
達
と
来
た
り
家
族
で

何
回
も
来
て
孫
と
一
緒
に
笑
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
ば
こ
号
に
乗
る
方
、
降
り
て
来

た
方
た
ち
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お

菓
子
、
カ
レ
ー
な
ど
食
べ
ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
、

そ
う
い
う
場
面
を
見
て
い
る
と
私
も
元
気
が
出

て
き
ま
す
。「
こ
の
頃
お
ば
こ
号
頑
張
っ
て
い

る
ネ
」
と
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　住
民
の
方
々
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
の
お
ば
こ

号
に
通
勤
、
通
学
、
お
出
か
け
な
ど
で
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
を

心
の
片
隅
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
地
域
発
展
の
発
信
力
と
な
る
お
ば
こ
号

が
残
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 活

気
あ
る
矢
島
駅
に

こ

さ

と
う

さ
ん

矢
島
地
域 

  

　　　　　　
（
町
内
名

　沖
小
田
）

佐
藤 

ま
つ
子
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市民まつり実行委員会
秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進期成同盟会総会
小野祐佳選手 東京２０２０オリンピック出場壮行会
由利畜産共進会閉会式・褒賞授与式
全国花のまちづくり由利本荘大会
高速道路ネットワークを利用した地域づくりフォーラムinあきた
新山小学校改築事業起工式・安全祈願祭

羽後本荘駅東西自由通路等新設・駅舎橋上化工事修祓式・記念式典
戦没者追悼式
都市計画審議会
小野祐佳選手 東京２０２０オリンピック出場報告会

７月

８月

市議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

http://cccc.backshelf.jp/

 ２日
９日

３０日

２３日

３０日

３日
６日
７日

８日
１３日
１６日
２２日

２８日

７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
一番堰まちづくり事業特別委員会協議会
当局との連絡会議
会派代表者会議

会派代表者会議
議会運営委員会
会派代表者会議
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
決算審査特別委員会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１０日
一番堰まちづくり事業特別委員会（議案審査）決算審査特別委員会
決算審査特別委員会（主査報告）
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会報編集特別委員会

９

月

定

例

会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

19,580円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

70,000円
（3件）

30,000円
（1件）

議長交際費議長交際費

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌

由利本荘市議会だより  第66号（9月定例会）

（７／１～９／３０）

２日
４日

１３日
１７日

２１日
２７日

５日
１８日

２１日

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１４１５ ２０

２１ ２６ ２６

２８ ４２９ ２ ３

２７

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

１２／１

１１

１２

５

１５１４ １６ １８

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

１６

６ ７ ８ ９
常任
委員会

１０

１９　１１月１９日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３０

常任
委員会

１３
本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は１１／３０～１２／１7 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

2由利本荘市議会だより  令和３年／2021年10月31日発行

実質収支は16億2910万6千円の黒字

令和２年度 一般会計決算令和２年度 一般会計決算

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２７億９５４４万１千円

１１億５９９８万３千円

２３億２８０１万９千円

１０億２４９５万４千円

下水道事業 ３４億７２４４万６千円 ３５億１４４９万９千円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和２年度 令和元年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６７６億２３７０万９千円

９０６，７８７円

７４，５７５人

６９０億４万２千円

９１２，２７６円

７５，６３５人

19億9254万9千円

16億2910万6千円

実質収支

3億6344万3千円

令和３年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

6903万9千円

593億

歳出総額

7649万円

573億

令和２年度決算を認定

１２特別会計の状況１２特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０７億９５７９万２千円 １０８億１９７４万９千円 １０６億１５４０万２千円 ２億４３４万７千円

１２特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、一番堰まちづくり事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、
北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

　令和３年９月定例会を８月３０日から９月２２日までの２４日間の会期で開催しました。

市提出案件は５７件で、令和２年度決算認定１６件のほか専決処分報告１件を承認し、人事案件、条例関係、契

約締結、令和３年度補正予算などを審議した結果、原案のとおり可決しました。

　また、陳情１件について継続審査、議員発案３件について原案のとおり可決しております。

９月定例会
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木茂
（市民創風）

御
門
町
で
の
床
上
浸
水
や
車
水

没
は
な
ぜ
防
げ
な
か
っ
た
の
か
。

７
月
11
日
か
ら
の
豪
雨
は
、
３

時
間
で
１
４
９
ミ
リ
と
い
う
か

つ
て
な
い
降
雨
量
で
あ
り
、
５
年
に
一

度
程
度
の
大
雨
を
想
定
し
て
断
面
が
決

め
ら
れ
た
大
沢
川
の
能
力
を
上
回
り
、

道
路
側
溝
や
宅
地
か
ら
の
雨
水
を
大
沢

川
が
流
下
で
き
ず
、
浸
水
被
害
を
大
き

く
し
た
。

　
道
路
側
溝
は
、
土
砂
な
ど
の
堆
積
を

考
慮
し
て
断
面
積
を
確
保
し
て
お
り
、

本
荘
地
域
で
は
年
２
回
側
溝
清
掃
を
実

施
し
、
御
門
町
は
じ
め
多
く
の
町
内
会

か
ら
も
、
側
溝
の
維
持
管
理
に
協
力
を

頂
い
て
い
る
。

　
市
民
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
岩
城
や

小
友
地
域
に
避
難
指
示
を
発
令
し
た
が
、

実
際
に
避
難
し
た
住
民
は
少
人
数
で
あ

っ
た
。

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
避
難
情
報
が
住
民
に
正
確
に
伝
達

で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

豪
雨
災
害
と
対
策
に
つ
い
て

問答

長沼久利
（高志会）

新
た
な
過
疎
対
策
法
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
へ
の
移
住
者
の
増
加
や
情
報

通
信
技
術
を
利
用
し
た
、
新
た

な
働
き
方
に
よ
る
過
疎
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
必
要
な

対
策
を
実
施
す
る
。

問答答 地
域
の
持
続
発
展
に
向
け
て
の

新
た
な
過
疎
対
策
法
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
基
本
的
考
え
と
推

進
は
。

更
な
る
市
民
の
利
便
性
向
上
と

業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
」「
自

治
体
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」

「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
」
な
ど
産
学
官

で
の
活
動
や
、
県
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
本
部
と

の
調
整
を
図
り
効
果
的
推
進
に
努
め
る
。

問 行
財
政
改
革
か
ら
の

　
　
　
Ｄ
Ｘ
戦
略
に
つ
い
て

市
道
由
利
中
央
線
と
由
利
飛
鳥

線
の
歩
道
に
植
え
ら
れ
た
サ
ル

ス
ベ
リ
４
本
に
花
や
葉
が
見
ら
れ
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
　

市
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
イ

チ
ョ
ウ
を
伐
採
し
、
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植

樹
し
た
。
建
設
部
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

５
本
が
枯
死
し
て
お
り
、
工
事
の
契
約

で
は
、「
工
事
完
成
後
一
年
以
内
に
枯

死
ま
た
は
姿
形
が
不
良
と
な
っ
た
場
合

は
、
当
初
植
栽
し
た
樹
木
と
同
等
以
上

の
規
格
の
も
の
に
植
え
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
秋
に
は
、
発
注
者
と
受
注
者
が

立
会
い
の
う
え
で
生
育
状
況
を
確
認

し
、
受
注
者
に
対
し
、
植
え
替
え
な
ど

の
適
切
な
対
応
を
指
示
す
る
。

問答 市
道
の
歩
道
に
植
え
ら
れ
た

　
　
サ
ル
ス
ベ
リ
に
つ
い
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
振
興

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
。

近
距
離
移
動
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
が
あ
り
、

本
市
に
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
や
マ
イ
カ
ー
旅

行
で
立
ち
寄
れ
る
施
設
な
ど
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
あ
る
の
で
、
個
人
に
向
け
た

情
報
発
信
の
強
化
で
誘
客
に
努
め
る
。

問答 観
光
振
興
に
つ
い
て

「
老
朽
危
険
空
家
等
解
体
撤
去

補
助
金
」
制
度
の
実
績
は
。

対
象
者
が
特
定
空
き
家
な
ど
の

所
有
者
に
限
定
さ
れ
、
23
件
・

27
人
に
補
助
制
度
の
案
内
を
し
た
が
、

申
請
に
は
至
っ
て
な
い
。

　
今
後
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問答 空
き
家
対
策
強
化
に
つ
い
て

旧
大
琴
小
学
校
跡
地
利
活
用
と

周
辺
振
興
策
は
。

令
和
10
年
に
は
国
道
１
０
７
号

大
簗
工
区
改
良
工
事
が
完
成
し
、

立
地
条
件
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
民

間
か
ら
の
引
き
合
い
な
ど
を
踏
ま
え
、

遊
休
市
有
財
産
の
効
果
的
活
用
を
模
索

し
て
い
く
。

問答 旧
大
琴
小
学
校
跡
地
の

　
利
活
用
と
周
辺
地
区
の

　
　
　
　
振
興
策
に
つ
い
て

※陳情第７号：沖縄防衛局による沖縄本島南部の沖縄戦戦没者の遺骨が混入した土砂の採取計画をやめることを国に求める意見書提出についての陳情

※三浦秀雄議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風
会派・
議員名

議案

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

正
木

　修
一

小
川

　幾
代

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　勇

佐
々
木

　茂

高
野

　吉
孝

大
関

　嘉
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　
　功

泉
谷

　赳
馬

渡
部

　聖
一

吉
田

　朋
子

三
浦

　秀
雄

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

伊
藤

　文
治

伊
藤

　順
男

陳情第７号 ３２１○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 × × ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対　欠：欠席

陳　情　結　果

継続審査

○陳情第７号
　沖縄防衛局による沖縄本島南部の沖縄戦戦没者
　の遺骨が混入した土砂の採取計画をやめること
　を国に求める意見書提出についての陳情　

沖縄に応答する会＠あきた
代表　兵藤　知子

●手数料条例の一部改正
●税条例の一部改正
●老人福祉施設におけるサービスに要する費用の
　徴収に関する条例の一部改正
●市営住宅管理条例の一部改正
●工場等立地促進条例の一部改正

条例関係（主なもの）

●路線の認定
　・大鍬町８号線
　・東梵天３２号線
　開発行為に伴い、新たに設置された路線について
認定するもの

市　道　認　定

人　事　案　件

■人権擁護委員（任期：３年）

　新田　実生子　氏（新任）矢島地域城内
にっ た み こき

●議員発案第３号

　市議会委員会条例の一部改正

　議会改革特別委員会での検討結果を基に現行の４

常任委員会を３常任委員会とするため、現在の産業

経済常任委員会と建設常任委員会を１常任委員会

（産業建設常任委員会）とし、併せて常任委員会の

所管を改めるもの。

●議員発案第４号

　市議会会議規則の一部改正

　「由利本荘市議会議員の定数を定める条例」にお

ける議員定数の改正（26 名から 22 名への 4 名減）

が 11 月１日から施行されることに伴い、会議規則

で人数要件が定められている条項について、条文を

整理するもの。 

●議員発案第５号

　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

　財源の充実を求める意見書の提出

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、来年

度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けら

れない地方財政において、 社会保障関係経費や公共

施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需

要に見合う財源確保のため、地方税制の充実確保が

強く望まれることから、令和４年度地方税制改正に

向け、国に要望するもの。

議　員　発　案

同意

可決

可決

可決

◆松涛団地１号棟建設建築主体工事請負契約の締結

　契約金額：３億８０１６万円

　契約の相手方：伊藤建友・塚本建設特定建設工事

　　　　　　　　共同企業体

代表者　伊藤建友株式会社

代表取締役　伊藤　佐喜男

◆物品（小型動力ポンプ付軽積載車）購入契約の締結

　大内、東由利、鳥海消防団に配備する小型動力ポ

ンプ付軽積載車７台を購入するもの

　契約金額：４７７４万円

　契約の相手方：猿田興業株式会社

代表取締役社長　猿田　知久

契　約　案　件 可決

9月定例会9月定例会

3 由利本荘市議会だより  第66号（9月定例会）

枯死？したサルスベリ
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９月定例会

議論の中からピックアップ
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会

一 … 一番堰まちづくり事業特別委員会

建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問

介
護
保
険
制
度
改
定
で
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
費
用
負

担
が
大
幅
に
上
が
り
、
負
担
増
は
最
大

で
年
８２
万
円
と
な
る
。
預
貯
金
要
件
の

厳
格
化
に
よ
っ
て
減
額
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
と
最
大
月
６
万
円
の
負
担
増
と

な
る
。

　
負
担
が
増
え
る
人
の
人
数
と
金
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問 介
護
施
設
の
利
用
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　大
幅
増

佐々木隆一
（日本共産党）

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
る
細
分

化
に
よ
り
、
３
６
５
名
の
方
の

負
担
が
増
え
月
２
万
２
千
円
、
年
額
約

26
万
円
の
増
額
と
な
る
。

　
こ
の
制
度
改
正
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
保
険
料

の
上
昇
を
抑
え
つ
つ
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
図
る
観
点
か
ら
、
一

定
額
以
上
の
収
入
や
預
貯
金
な
ど
を
保

有
す
る
方
を
対
象
に
、
見
直
し
が
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

答

難
聴
は
認
知
症
最
大
の
因
子
と

さ
れ
周
囲
と
の
会
話
が
少
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な

る
の
で
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
静
岡
県
焼
津
市
で
は
６５
歳
以
上
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
、
聴
力
レ
ベ
ル
が
３０

デ
シ
ベ
ル
以
上
で
補
聴
器
購
入
の
２

分
の
１
を
助
成
し
上
限
は
３
万
円
で

あ
る
。
本
市
で
も
創
設
さ
れ
な
い
か
。

　
補
装
具
助
成
制
度
で
過
去
５
年
間

で
何
人
に
支
給
さ
れ
た
か
。

問 補
聴
器
助
成
制
度
の
創
設
を

市
独
自
の
助
成
は
困
難
で
あ
る
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
で

補
聴
器
の
交
付
を
受
け
た
人
は
１
３
９

人
で
あ
る
。

　
今
後
は
補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
る

補
聴
器
の
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
関
係

部
署
で
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
。

答

阿部十全
（無所属）

道
の
駅
へ
市
は
ど
の
様
に
関
っ

て
い
く
の
か
。

問 道
の
駅
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

毎
月
第
４
日
曜
日
に
「
道
の
駅

の
日
」
と
し
て
、
市
内
道
の
駅

が
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
特
典
企
画

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
道
の
駅
関

連
施
設
が
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を

企
画
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
最
新
の
情
報
提
供

が
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

答

鶴
舞
会
館
周
辺
施
設
の
駐
車
場

混
雑
解
消
策
は
あ
る
の
か
。

問 鶴
舞
会
館
周
辺
の

　
　
　
　駐
車
場
に
つ
い
て

新
た
な
駐
車
場
整
備
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
本
荘
公
園
第
一
駐

車
場
に
来
館
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
対
応
し
て
い
く
。

　
障
が
い
者
用
ス
ペ
ー
ス
は
現
在
の
１

区
画
に
加
え
、
鶴
舞
会
館
利
用
申
請
時

に
希
望
者
を
把
握
し
、
不
足
す
る
場
合

は
別
途
増
設
し
て
対
応
し
て
い
る
。

答

本
市
に
は
由
利
本
荘
市
環
境
基

本
条
例
が
あ
る
。
風
車
建
設
に

係
る
具
体
的
な
事
例
を
述
べ
、
本
市
の

条
例
に
符
合
す
る
か
、
質
問
す
る
。

問 由
利
本
荘
市
環
境
基
本
条
例
と

　
　風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
並
び
に
国

の
指
針
な
ど
に
基
づ
き
、
各
種

調
査
や
測
定
デ
ー
タ
の
公
表
を
含
め
適

正
に
行
わ

れ
る
べ
き

も
の
で
あ

り
、
市
の

環
境
基
本

条
例
の
改

正
は
考
え

て
い
な
い
。

答

「
市
民
生
活
が
い
ち
ば
ん
」
を
掲

げ
る
市
長
な
の
で
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
市
民
の
意
見

を
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

民
間
の
事
業
活
動
や
市
政
に
係

る
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て

は
座
談
会
や
要
望
書
な
ど
を
通
し
て
市

民
の
皆
様
や
団
体
な
ど
か
ら
幅
広
く

伺
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
行
わ
な
い
。

答

一番堰まちづくり地区計画に
係る条例改正

問 　改正する条例の主な内容は。

答 　一番堰まちづくり地区整備では、居住、福

祉施設、医療施設、商業施設および教育施

設の５つのエリアが計画されており、「一番堰

まちづくり地区計画」の都市計画決定に伴い、

建築基準法に基づき、地区計画の区域内にお

ける建築物に関する制限を定めるもの。

　一番堰まちづくり地区計画の都市計画決定に
伴い、関連する条例を改正します。 一

答 　契約金額は約３億８千万円。令和４年８月末

までの工期としており、工事内容としては、建

築工事一式、昇降機設備工事、外構工事。鉄

筋コンクリート３階建で、住戸規格は21戸（１

ＬＤＫ：12戸、２ＬＤＫ：９戸）となる。

　工事の発注形態は分割発注となり、この工

事の他に、事業費により単独発注として、電気

設備工事、機械設備工事が建築の工期に応じ

予定されている。

問 　工事の概要は。

　伊藤建友・塚本建設特定建設工事共同企業
体と請負契約を締結しました。

松涛団地１号棟建設建築
主体工事

建

７月１１日からの大雨による被害

問 　道路、河川などへの被害状況は。

答 　市内全域において、河川では計34カ所。道

路では123カ所にも及ぶ被害が発生しており、

復旧額は県からの補助災害として１億２千万

円。市の単独災害として５900万円となってい

る。

　その他、光風園の法面崩落による災害復旧

工事として１千万円。大内地区代内川の増水に

よる水道施設の復旧として、161万円の被害が

発生している。

　市内全域で被害が発生しております。 建

第三セクターの見直し・
経営健全化への取り組み

問 　どのように進めるのか。

答 　さきの市議会からの提言とそれに対する市

の考え方を踏まえ、「第三セクターの見直し

に係る指針」を改訂し、併せて指定管理経費

の対象・基準を明確化し、経営改善を図るこ

ととする。

　各社の将来の方向性を検討し、経営改善など
を進めます。 総

ＤＸ推進監の配置

問 　どのような施策が期待されますか。

答 　行政手続きオンライン化の推進や情報発信

の強化など、デジタル技術やデータの活用を庁

内横断的に推進することで、行政サービスの利

便性向上と人的資源の有効な活用に繋げるこ

とができる。

※「ＤＸ」…デジタルトランスフォーメーション

　９月１日よりＤＸ※推進監を配置しました。 総

新創造ビジョン後期基本計画
の変更

問 　変更の内容は。

答 　「アフターコロナに向けた取り組み」、「人口

減少対策として女性や若者に魅力ある仕事の

創出」の２つを重要な視点として位置付け、

これまでの取り組みの成果を踏まえながらよ

り大きな成果を生み出せるよう総合的に取り

組むこととする。

　本市を取り巻く昨今の課題を踏まえ、後期基
本計画を変更します。 総

モノパイル杭打ち作業（秋田港）
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ここが聞きたい
一 般 質 問

三浦　晃
（市民創風）

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
生
徒

へ
の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。

危
機
管
理
体
制
は
し
っ
か
り
と
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

基
本
的
予
防
対
策
は
し
っ
か
り

行
っ
て
い
る
。
有
事
の
際
は
全

て
の
学
校
が
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
で
、

保
護
者
に
連
絡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

え
て
い
る
。
今
後
も
感
染
予
防
対
策
を

一
層
徹
底
し
、
安
心
で
充
実
し
た
学
校

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
小
中
学
校

　
　
　
の
危
機
管
理
体
制
は

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
配
送
車

問答

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
車

６
台
に
「
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
な
ど
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
加
工
を
し
て

は
」
と
提
言
し
て
い
た
が
、
ど
う
推
移

し
て
い
る
の
か
。

対
象
８
校
の
児
童
生
徒
が
、
学

校
給
食
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
11

月
初
め
に
は
児
童
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
絵
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
配
送
車
が
、

問答

市
内
斎
場
の
再
編

コ
ロ
ナ
対
策
に
は
医
学
・
疫
学

の
知
識
が
必
要
だ
。
市
長
、
職

員
に
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
絡
・
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
す

る
医
学
・
疫
学
の
知
見
は
持
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
国
、
県
の
対

処
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
症
に
対
す
る

注
意
喚
起
、
不
安
の
解
消
に
あ
た
っ
て

き
た
。

　
医
療
機
関
と
の
連
絡
・
連
携
に
つ
い

て
は
、
入
院
者
の
割
り
振
り
な
ど
を
含

め
、
す
べ
て
県
が
行
っ
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
本
市
が
独

自
に
地
元
医
療
機
関
と
情
報
交
換
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、
国
の
専
門

家
部
会
の
よ
う
な
組
織
を
置
く
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
科

学
的
根
拠
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
、
対
応
し
て
い
く
。

今野英元
（社会民主党）

問答 新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

　
　
　
　
　
　
本
市
の
対
応

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
の
こ
と
で
、
１７
の
目

標
、
１
６
９
の
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施

指
針
」
が
決
定
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の

役
割
な
ど
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
は
令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

二
期
総
合
戦
略
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　
主
な
も
の
で
は
「
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
」「
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
・

強
靱
化
」「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
」
な
ど
14
の
主
要
戦
略
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
、
目
標

を
見
据
え
て
各
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

市
内
斎
場
の
再
編
方
針
が
示
さ

れ
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
計
画
は
。

再
編
計
画
で
は
、
由
利
と
東
由

利
の
斎
場
を
廃
止
し
、
水
林
と

矢
島
斎
場
を
改
築
し
て
存
続
す
る
。
今

後
の
人
口
動
態
予
測
や
年
間
火
葬
件
数

の
推
移
見
通
し
か
ら
、
５
炉
体
制
が
適

正
で
あ
る
と
し
、
矢
島
斎
場
は
１
炉
体

制
か
ら
２
炉
体
制
と
す
る
大
規
模
改
修

の
方
針
で
あ
る
。
具
体
的
な
年
次
計
画

は
、
今
後
検
討
し
な
が
ら
調
整
し
て
い

く
。

　
　 問答

ブルーシートと土のうで応急措置

大規模改修が計画されている矢島斎場

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
本
市
の
役
割

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

秋田県新型コロナウイルス対策
生活応援事業

問 　なぜこの事業を実施するのか、また、事業

の内容はどのようなものか。

答 　新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、感染予防対策に対する県民の負担が増加

する中で、特に低所得及び子育て世帯では、そ

の負担が大きくなっていることから、１人に１

万円（500円券20枚）の商品券を配布して、

生活応援を行うことにした。申請は今年の10月

29日（金）までで、商品券の使用期限は、令和

４年１月10日（月）までである。

　県では、住民税非課税世帯、児童手当受給
世帯へ、由利本荘市生活応援商品券を配布しま
す。 教

学校環境適正化計画
（統合・改築）

問 　どのように、そしていつまでに再編する計

画なのか。

答 　すでに今年の４月、石沢小学校と小友小学

校を統合した。

　東中学校区は、令和８年４月の開校を目指し

て、小友、子吉、そして尾崎小学校の児童の

約７割を受け入れる校舎の建設を、現在の東

中学校の道路向かいに計画し、動き出してい

る。南中学校区は、鶴舞小学校と尾崎小学校

の児童の約３割を統合し、令和８年４月の開校

を目指し、今年度に協議を開始するとしている。

　本荘東中学校区と本荘南中学校区の小学校５
校を２校に再編します。 教

本荘南中学校の
グラウンド通路法面が崩落

問 　どのような被害で、復旧は。

答 　通路と法面で長さ15.9メートル、幅6.3メート

ル、深さ2.1メートルの規模で崩落し、約180立

方メートルの土砂が直下の住宅地に流出した。

　現場はブルーシートで覆い、土のうで再崩落

を防ぐ応急措置を実施している。宅地に流入

した土砂は、すでに撤去し、災害復旧及び再

発防止工事のための測量設計を進めており、

復旧工事の費用を補正する。また、土砂が流

入した３軒の被災者の補償について、協議を

進めていく。

　７月１１日からの豪雨で、北側通路法面が崩落
しました。 教

農地農業用施設災害復旧事業

問 　農山漁村振興課所管の復旧事業は。

答 　農地農業用施設災害復旧に係る土地改良助

成事業、山地災害復旧に係る林業災害復旧事

業、林道災害復旧事業や本荘漁港
しゅんせつ

浚渫緊急対

応など、早期復旧を目指して対応した。

　７月１１日～１２日発生豪雨災害に対して、緊
急対応を行いました。 産

答 　売上減少額積算の対象期間は、令和２年10

月から令和３年８月までの、いずれか１カ月の

売り上げが前年同月と比べて、20％以上減少

の事業者に給付する。

問 　事業の詳細は。

　市内ホテル、旅館業、結婚披露宴など、宴会を
営む事業者に対して、支援金を給付します。

コロナ対策旅館業等事業者
支援給付金事業

産

答 　コロナ禍で「家で食事する人」が増えていく

なか、秋田テレビが提案した本市産品の消費

拡大、応援機運を高めるため、県内から全国ま

で「市産品の魅力」を発信し、消費拡大を図る。

問 　全国展開の事業として考えているのか。

　テレビ番組を活用し、本市産品の消費拡大を
図ります。

魅力発信による
市産品消費拡大事業

産

１７の目標を色別に示している
SDGsバッジ

走
り
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
地
域
の

方
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
や
地
域
の
食
育
の
推
進
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
在
籍
す
る

約
千
名
の
学
生
に
対
し
、
本
市

の
魅
力
発
信
や
本
市
へ
の
就
職
支
援
な

ど
、 

定
住
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
か
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

問 秋
田
県
立
大
と

　
　
　
　本
市
と
の
関
わ
り

泉谷赳馬
（高志会）

複
合
機
能
施
設
「
こ
こ
わ
き
」
運

営
な
ど
で
大
学
生
と
連
携
し
て

い
る
。
今
後
も
本
市
で
暮
ら
す
メ
リ
ッ

ト
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
県
外
出
身
者

に
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

答

県
立
大
学
周
辺
へ
の
商
業
施
設

の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
に
よ

る
大
学
生
の
移
動
利
便
性
向
上
な
ど
、

県
立
大
生
で
賑
わ
う
街
づ
く
り
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

問

県
立
大
学
周
辺
は
大
規
模
な
開

発
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
学

生
が
特
に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い

良
好
な
居
住
環
境
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
議
論
す
る

場
な
ど
で
、
学
生
か
ら
み
た
地
域
の
あ

り
方
を
積
極
的
に
提
案
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

答

若
者
定
着
の
課
題
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

問 若
者
の
定
住
に
つ
い
て

若
者
が
本
市
に
定
着
す
る
に
あ

た
り
、
都
市
部
よ
り
給
与
面
で

劣
る
な
ど
、
就
労
条
件
上
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

賃
金
ア
ッ
プ
に
伴
う
中
小
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。 問

企
業
に
は
人
件
費
の
上
昇
を
上

回
る
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
を
訪
問
し
、
対
応
方
針
や
業
況
・
ニ

ー
ズ
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

答

前
市
政
か
ら
の
引
継
ぎ
に
つ
い

て
。

問 前
市
長
か
ら
の
引
継
ぎ
の
説
明
は

４
月
15
日
本
庁
舎
に
お
い
て
総

務
部
長
立
ち
合
い
で
事
務
の
引

継
ぎ
を
行
っ
た
。

  

前
市
長
か
ら
は
、
諸
帳
簿
類
、
財
産

目
録
の
ほ
か
、
各
部
局
な
ど
あ
わ
せ
て

１
０
７
件
に
わ
た
る
進
行
中
の
事
業
や

重
要
案
件
に
つ
い
て
、「
市
民
の
た
め

に
し
っ
か
り
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
言

葉
が
あ
っ
た
。

答

今
後
の
政
策
的
事
業
・
新
ご
み

処
理
施
設
の
事
業
計
画
・
新
庁

舎
建
設
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
。

問 老
朽
化
し
た
ご
み
処
理
施
設
や

　
　
　新
庁
舎
の
建
設
な
ど
は

新
ご
み
処
理
施
設
は
、
令
和
９

年
度
の
稼
働
開
始
を
目
指
し
、

今
年
度
は
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
か

か
る
予
定
で
あ
り
、
処
理
方
式
な
ど
の

方
向
性
が
決
ま
る
令
和
４
年
度
末
に
は
、

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
定
し
、
総
事

業
費
の
算
出
を
見
込
む
。
ま
た
、「
処

理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

答

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

に
つ
い
て
、
連
携
協
定
の
再
検

討
は
一
方
的
な
報
告
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
親
子
関
係
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
な

関
係
で
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
意
見
や
意

思
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

問 連
携
協
定
を
逸
脱
し
た
も
の

で
は
な
く
フ
ェ
ア
な
関
係
を

地
域
に
根
ざ
し
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
施
設
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
由
利
本
荘
木
育
推
進
協
会
」
が
、

独
自
性
を
重
視
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

る
。「
私
た
ち
の
施
設
・
地
域
の
施
設
」

と
し
て
「
誇
り
と
愛
着
」
が
深
く
浸
透

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
厳
し
い
状

況
の
な
か
独
自
性
を
持
ち
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

  

今
後
は
地
域
住
民
、
市
、
指
定
管
理
者
、

木
工
職
人
な
ど
と
意
見
を
深
め
、
運
営

に
反
映
で
き
る
場
を
新
た
に
設
け
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

答

高橋信雄
（高志会）
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「
児
童
扶
養
手
当
」
以
外
の
経
済

的
支
援
が
必
要
で
は
。

保
育
料
の
助
成
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
軽
減
な
ど

の
ほ
か
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
も
あ
り
、

多
方
面
か
ら
の
経
済
的
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
市
独
自
の
手
当
て
創
設
な
ど
に
つ
い

て
は
、
公
平
性
・
公
益
性
及
び
財
源
状

況
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

９月定例会では、９人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

6P 小川幾代（無所属）

１．ひとり親世帯への支援について
２．障がい者通所交通費助成事業について
３．空き家所有者への調査について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

小川幾代
（無所属）

問答

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

方
法
の
改
善
を
。

現
況
届
は
、
面
談
に
よ
り
状
況

を
把
握
し
、
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
来
年
度
以
降
、
来
庁
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、
受
付
時
間

の
延
長
や
、
休
日
対
応
を
実
施
す
る
。

問答

養
育
費
の
法
律
相
談
を
現
況
届

の
面
談
と
同
時
に
行
う
体
制
を
。

秋
田
県
で
は
、
養
育
費
に
関
す

る
相
談
体
制
の
強
化
や
、
法
的

手
続
き
な
ど
の
費
用
を
補
助
す
る
「
養

問答 ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
を

自
家
用
車
で
通
所
し
て
い
る
方

も
対
象
に
す
る
べ
き
で
は
。

自
動
車
を
運
転
で
き
る
方
は
、

自
立
度
も
高
く
、
一
般
就
労
へ

移
行
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、

助
成
事
業
の
拡
大
で
は
な
く
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
社
会
参
加
や

障
が
い
者
雇
用
へ
つ
な
が
る
支
援
を
進

め
る
。

問答 障
が
い
者
通
所
交
通
費

　
　助
成
の
対
象
者
拡
大
を

空
き
家
所
有
者
へ
の
適
正
管
理

の
通
知
の
他
に
、
意
向
確
認
が

必
要
で
は
。

所
有
者
と
の
相
談
の
中
で
、
将

来
的
な
方
向
性
な
ど
を
確
認
し

て
い
る
。

　
町
内
会
な
ど
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

統
一
的
な
施
策
は
、
規
模
や
地
域
性
の

違
い
か
ら
難
し
い
が
、
更
に
連
携
を
深

め
て
い
く
。

問答 空
き
家
所
有
者
へ
の
調
査
を

7P 泉谷赳馬（高志会）

１．公共施設の情報充実化について
２．秋田県立大学と本市との関わりについて 
３．若者が住みたいと思える街づくりについて 
４．起業しやすい環境づくりについて

10P 佐々木茂（市民創風）

１．豪雨災害と対策について 
２．地球温暖化防止に真剣な取り組みを 
３．市道歩道の植樹について 
４．各支所ごとの歴史資料整備を
５．国際交流を若い人たちのために
６．新羽後本荘駅と東西地域の抱える課題

について

9P 阿部十全（無所属）

１．風力発電について
２．道の駅への関わりについて 
３．鶴舞会館周辺の駐車場について

8P 三浦　晃（市民創風）

１．新型コロナウイルス感染予防対策の今

後の見通しについて

２．「デジタル庁」発足による市のデジタル・

トランスフォーメーション（ＤＸ）推進体

制の構築への展望は

３．市内斎場の再編方針（案）について

４．「北部学校給食センター」の配送車につ

いて

7P 高橋信雄（高志会）

１．前市政からの引継ぎについて
２．今後の政策的事業と課題について 
３．コロナワクチンの接種について 
４．鳥海山木のおもちゃ美術館について
５．市道の管理について

9P 佐々木隆一（日本共産党）

１．新型コロナ感染症から市民を守るために 

２．災害対策は万全に 

３．どうなる今年の米価

４．補聴器助成制度の創設を

５．最低賃金・生活守るための引き上げを

６．介護施設の利用料の大幅増 

７．校則は子どもを入れた話し合いを

8P 今野英元（社会民主党）

１．新型コロナ感染症についての対策

２．ＳＤＧｓと地方自治体

３．地方自治体と条例制定

10P 長沼久利（高志会）

１．新たな過疎対策法について
２．行財政改革からのＤＸ戦略について
３．観光振興について
４．空き家対策強化について
５．冬期間の円滑な道路交通確保について
６．鳥海高原矢島スキー場運営経営戦略に

ついて
７．旧大琴小学校跡地の利活用と周辺地区

の振興策について　

育
費
確
保
対
策
事
業
」
を
今
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
、
市
で
は
対
象
者
に
制

度
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
提
案
い
た
だ
い
た
弁
護
士
無
料
相
談

ブ
ー
ス
の
設
置
は
、
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
で
実
施
し
て
い
る
既
存
の
無
料
相

談
事
業
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
問
題

解
決
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ご
み
減
量
化
施
策
を
含
む
最
適
な
処
理

方
式
を
検
討
す
る
。

  

新
庁
舎
は
、
事
業
費
を
約
60
億
円
と

試
算
し
、
基
金
積
み
立
て
を
行
い
、
本

年
度
末
の
残
高
は
、
39
億
円
余
り
の
予

定
で
あ
り
、
人
口
、
財
政
規
模
、
社
会

情
勢
、
職
員
数
な
ど
の
見
通
し
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
て
新
庁
舎
を
含
め

た
公
共
施
設
の
効
率
的
な
配
置
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
し
検
討
す
る
。

「ここわき」 改築作業の様子
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ここが聞きたい
一 般 質 問

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
在
籍
す
る

約
千
名
の
学
生
に
対
し
、
本
市

の
魅
力
発
信
や
本
市
へ
の
就
職
支
援
な

ど
、 

定
住
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
か
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

問 秋
田
県
立
大
と

　
　
　
　本
市
と
の
関
わ
り

泉谷赳馬
（高志会）

複
合
機
能
施
設
「
こ
こ
わ
き
」
運

営
な
ど
で
大
学
生
と
連
携
し
て

い
る
。
今
後
も
本
市
で
暮
ら
す
メ
リ
ッ

ト
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
県
外
出
身
者

に
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

答

県
立
大
学
周
辺
へ
の
商
業
施
設

の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
に
よ

る
大
学
生
の
移
動
利
便
性
向
上
な
ど
、

県
立
大
生
で
賑
わ
う
街
づ
く
り
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

問

県
立
大
学
周
辺
は
大
規
模
な
開

発
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
学

生
が
特
に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い

良
好
な
居
住
環
境
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
議
論
す
る

場
な
ど
で
、
学
生
か
ら
み
た
地
域
の
あ

り
方
を
積
極
的
に
提
案
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

答

若
者
定
着
の
課
題
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

問 若
者
の
定
住
に
つ
い
て

若
者
が
本
市
に
定
着
す
る
に
あ

た
り
、
都
市
部
よ
り
給
与
面
で

劣
る
な
ど
、
就
労
条
件
上
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

賃
金
ア
ッ
プ
に
伴
う
中
小
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。 問

企
業
に
は
人
件
費
の
上
昇
を
上

回
る
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
を
訪
問
し
、
対
応
方
針
や
業
況
・
ニ

ー
ズ
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

答

前
市
政
か
ら
の
引
継
ぎ
に
つ
い

て
。

問 前
市
長
か
ら
の
引
継
ぎ
の
説
明
は

４
月
15
日
本
庁
舎
に
お
い
て
総

務
部
長
立
ち
合
い
で
事
務
の
引

継
ぎ
を
行
っ
た
。

  

前
市
長
か
ら
は
、
諸
帳
簿
類
、
財
産

目
録
の
ほ
か
、
各
部
局
な
ど
あ
わ
せ
て

１
０
７
件
に
わ
た
る
進
行
中
の
事
業
や

重
要
案
件
に
つ
い
て
、「
市
民
の
た
め

に
し
っ
か
り
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
言

葉
が
あ
っ
た
。

答

今
後
の
政
策
的
事
業
・
新
ご
み

処
理
施
設
の
事
業
計
画
・
新
庁

舎
建
設
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
。

問 老
朽
化
し
た
ご
み
処
理
施
設
や

　
　
　新
庁
舎
の
建
設
な
ど
は

新
ご
み
処
理
施
設
は
、
令
和
９

年
度
の
稼
働
開
始
を
目
指
し
、

今
年
度
は
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
か

か
る
予
定
で
あ
り
、
処
理
方
式
な
ど
の

方
向
性
が
決
ま
る
令
和
４
年
度
末
に
は
、

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
定
し
、
総
事

業
費
の
算
出
を
見
込
む
。
ま
た
、「
処

理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

答

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

に
つ
い
て
、
連
携
協
定
の
再
検

討
は
一
方
的
な
報
告
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
親
子
関
係
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
な

関
係
で
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
意
見
や
意

思
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

問 連
携
協
定
を
逸
脱
し
た
も
の

で
は
な
く
フ
ェ
ア
な
関
係
を

地
域
に
根
ざ
し
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
施
設
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
由
利
本
荘
木
育
推
進
協
会
」
が
、

独
自
性
を
重
視
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

る
。「
私
た
ち
の
施
設
・
地
域
の
施
設
」

と
し
て
「
誇
り
と
愛
着
」
が
深
く
浸
透

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
厳
し
い
状

況
の
な
か
独
自
性
を
持
ち
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

  

今
後
は
地
域
住
民
、
市
、
指
定
管
理
者
、

木
工
職
人
な
ど
と
意
見
を
深
め
、
運
営

に
反
映
で
き
る
場
を
新
た
に
設
け
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
う
。

答

高橋信雄
（高志会）
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「
児
童
扶
養
手
当
」
以
外
の
経
済

的
支
援
が
必
要
で
は
。

保
育
料
の
助
成
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
軽
減
な
ど

の
ほ
か
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
も
あ
り
、

多
方
面
か
ら
の
経
済
的
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
市
独
自
の
手
当
て
創
設
な
ど
に
つ
い

て
は
、
公
平
性
・
公
益
性
及
び
財
源
状

況
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

９月定例会では、９人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

6P 小川幾代（無所属）

１．ひとり親世帯への支援について
２．障がい者通所交通費助成事業について
３．空き家所有者への調査について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

小川幾代
（無所属）

問答

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

方
法
の
改
善
を
。

現
況
届
は
、
面
談
に
よ
り
状
況

を
把
握
し
、
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
来
年
度
以
降
、
来
庁
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、
受
付
時
間

の
延
長
や
、
休
日
対
応
を
実
施
す
る
。

問答

養
育
費
の
法
律
相
談
を
現
況
届

の
面
談
と
同
時
に
行
う
体
制
を
。

秋
田
県
で
は
、
養
育
費
に
関
す

る
相
談
体
制
の
強
化
や
、
法
的

手
続
き
な
ど
の
費
用
を
補
助
す
る
「
養

問答 ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
を

自
家
用
車
で
通
所
し
て
い
る
方

も
対
象
に
す
る
べ
き
で
は
。

自
動
車
を
運
転
で
き
る
方
は
、

自
立
度
も
高
く
、
一
般
就
労
へ

移
行
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、

助
成
事
業
の
拡
大
で
は
な
く
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
社
会
参
加
や

障
が
い
者
雇
用
へ
つ
な
が
る
支
援
を
進

め
る
。

問答 障
が
い
者
通
所
交
通
費

　
　助
成
の
対
象
者
拡
大
を

空
き
家
所
有
者
へ
の
適
正
管
理

の
通
知
の
他
に
、
意
向
確
認
が

必
要
で
は
。

所
有
者
と
の
相
談
の
中
で
、
将

来
的
な
方
向
性
な
ど
を
確
認
し

て
い
る
。

　
町
内
会
な
ど
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

統
一
的
な
施
策
は
、
規
模
や
地
域
性
の

違
い
か
ら
難
し
い
が
、
更
に
連
携
を
深

め
て
い
く
。

問答 空
き
家
所
有
者
へ
の
調
査
を

7P 泉谷赳馬（高志会）

１．公共施設の情報充実化について
２．秋田県立大学と本市との関わりについて 
３．若者が住みたいと思える街づくりについて 
４．起業しやすい環境づくりについて

10P 佐々木茂（市民創風）

１．豪雨災害と対策について 
２．地球温暖化防止に真剣な取り組みを 
３．市道歩道の植樹について 
４．各支所ごとの歴史資料整備を
５．国際交流を若い人たちのために
６．新羽後本荘駅と東西地域の抱える課題

について

9P 阿部十全（無所属）

１．風力発電について
２．道の駅への関わりについて 
３．鶴舞会館周辺の駐車場について

8P 三浦　晃（市民創風）

１．新型コロナウイルス感染予防対策の今

後の見通しについて

２．「デジタル庁」発足による市のデジタル・

トランスフォーメーション（ＤＸ）推進体

制の構築への展望は

３．市内斎場の再編方針（案）について

４．「北部学校給食センター」の配送車につ

いて

7P 高橋信雄（高志会）

１．前市政からの引継ぎについて
２．今後の政策的事業と課題について 
３．コロナワクチンの接種について 
４．鳥海山木のおもちゃ美術館について
５．市道の管理について

9P 佐々木隆一（日本共産党）

１．新型コロナ感染症から市民を守るために 

２．災害対策は万全に 

３．どうなる今年の米価

４．補聴器助成制度の創設を

５．最低賃金・生活守るための引き上げを

６．介護施設の利用料の大幅増 

７．校則は子どもを入れた話し合いを

8P 今野英元（社会民主党）

１．新型コロナ感染症についての対策

２．ＳＤＧｓと地方自治体

３．地方自治体と条例制定

10P 長沼久利（高志会）

１．新たな過疎対策法について
２．行財政改革からのＤＸ戦略について
３．観光振興について
４．空き家対策強化について
５．冬期間の円滑な道路交通確保について
６．鳥海高原矢島スキー場運営経営戦略に

ついて
７．旧大琴小学校跡地の利活用と周辺地区

の振興策について　

育
費
確
保
対
策
事
業
」
を
今
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
、
市
で
は
対
象
者
に
制

度
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
提
案
い
た
だ
い
た
弁
護
士
無
料
相
談

ブ
ー
ス
の
設
置
は
、
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
で
実
施
し
て
い
る
既
存
の
無
料
相

談
事
業
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
問
題

解
決
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ご
み
減
量
化
施
策
を
含
む
最
適
な
処
理

方
式
を
検
討
す
る
。

  

新
庁
舎
は
、
事
業
費
を
約
60
億
円
と

試
算
し
、
基
金
積
み
立
て
を
行
い
、
本

年
度
末
の
残
高
は
、
39
億
円
余
り
の
予

定
で
あ
り
、
人
口
、
財
政
規
模
、
社
会

情
勢
、
職
員
数
な
ど
の
見
通
し
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
て
新
庁
舎
を
含
め

た
公
共
施
設
の
効
率
的
な
配
置
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
し
検
討
す
る
。

「ここわき」 改築作業の様子
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ここが聞きたい
一 般 質 問

三浦　晃
（市民創風）

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
生
徒

へ
の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。

危
機
管
理
体
制
は
し
っ
か
り
と
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

基
本
的
予
防
対
策
は
し
っ
か
り

行
っ
て
い
る
。
有
事
の
際
は
全

て
の
学
校
が
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
で
、

保
護
者
に
連
絡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

え
て
い
る
。
今
後
も
感
染
予
防
対
策
を

一
層
徹
底
し
、
安
心
で
充
実
し
た
学
校

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
小
中
学
校

　
　
　
の
危
機
管
理
体
制
は

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
配
送
車

問答

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
車

６
台
に
「
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
な
ど
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
加
工
を
し
て

は
」
と
提
言
し
て
い
た
が
、
ど
う
推
移

し
て
い
る
の
か
。

対
象
８
校
の
児
童
生
徒
が
、
学

校
給
食
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
11

月
初
め
に
は
児
童
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
絵
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
配
送
車
が
、

問答

市
内
斎
場
の
再
編

コ
ロ
ナ
対
策
に
は
医
学
・
疫
学

の
知
識
が
必
要
だ
。
市
長
、
職

員
に
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
絡
・
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
す

る
医
学
・
疫
学
の
知
見
は
持
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
国
、
県
の
対

処
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
症
に
対
す
る

注
意
喚
起
、
不
安
の
解
消
に
あ
た
っ
て

き
た
。

　
医
療
機
関
と
の
連
絡
・
連
携
に
つ
い

て
は
、
入
院
者
の
割
り
振
り
な
ど
を
含

め
、
す
べ
て
県
が
行
っ
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
本
市
が
独

自
に
地
元
医
療
機
関
と
情
報
交
換
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、
国
の
専
門

家
部
会
の
よ
う
な
組
織
を
置
く
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
科

学
的
根
拠
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
、
対
応
し
て
い
く
。

今野英元
（社会民主党）

問答 新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

　
　
　
　
　
　
本
市
の
対
応

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
の
こ
と
で
、
１７
の
目

標
、
１
６
９
の
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施

指
針
」
が
決
定
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の

役
割
な
ど
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
は
令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

二
期
総
合
戦
略
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　
主
な
も
の
で
は
「
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
」「
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
・

強
靱
化
」「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
」
な
ど
14
の
主
要
戦
略
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
、
目
標

を
見
据
え
て
各
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

市
内
斎
場
の
再
編
方
針
が
示
さ

れ
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
計
画
は
。

再
編
計
画
で
は
、
由
利
と
東
由

利
の
斎
場
を
廃
止
し
、
水
林
と

矢
島
斎
場
を
改
築
し
て
存
続
す
る
。
今

後
の
人
口
動
態
予
測
や
年
間
火
葬
件
数

の
推
移
見
通
し
か
ら
、
５
炉
体
制
が
適

正
で
あ
る
と
し
、
矢
島
斎
場
は
１
炉
体

制
か
ら
２
炉
体
制
と
す
る
大
規
模
改
修

の
方
針
で
あ
る
。
具
体
的
な
年
次
計
画

は
、
今
後
検
討
し
な
が
ら
調
整
し
て
い

く
。

　
　 問答

ブルーシートと土のうで応急措置

大規模改修が計画されている矢島斎場

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
本
市
の
役
割

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

秋田県新型コロナウイルス対策
生活応援事業

問 　なぜこの事業を実施するのか、また、事業

の内容はどのようなものか。

答 　新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、感染予防対策に対する県民の負担が増加

する中で、特に低所得及び子育て世帯では、そ

の負担が大きくなっていることから、１人に１

万円（500円券20枚）の商品券を配布して、

生活応援を行うことにした。申請は今年の10月

29日（金）までで、商品券の使用期限は、令和

４年１月10日（月）までである。

　県では、住民税非課税世帯、児童手当受給
世帯へ、由利本荘市生活応援商品券を配布しま
す。 教

学校環境適正化計画
（統合・改築）

問 　どのように、そしていつまでに再編する計

画なのか。

答 　すでに今年の４月、石沢小学校と小友小学

校を統合した。

　東中学校区は、令和８年４月の開校を目指し

て、小友、子吉、そして尾崎小学校の児童の

約７割を受け入れる校舎の建設を、現在の東

中学校の道路向かいに計画し、動き出してい

る。南中学校区は、鶴舞小学校と尾崎小学校

の児童の約３割を統合し、令和８年４月の開校

を目指し、今年度に協議を開始するとしている。

　本荘東中学校区と本荘南中学校区の小学校５
校を２校に再編します。 教

本荘南中学校の
グラウンド通路法面が崩落

問 　どのような被害で、復旧は。

答 　通路と法面で長さ15.9メートル、幅6.3メート

ル、深さ2.1メートルの規模で崩落し、約180立

方メートルの土砂が直下の住宅地に流出した。

　現場はブルーシートで覆い、土のうで再崩落

を防ぐ応急措置を実施している。宅地に流入

した土砂は、すでに撤去し、災害復旧及び再

発防止工事のための測量設計を進めており、

復旧工事の費用を補正する。また、土砂が流

入した３軒の被災者の補償について、協議を

進めていく。

　７月１１日からの豪雨で、北側通路法面が崩落
しました。 教

農地農業用施設災害復旧事業

問 　農山漁村振興課所管の復旧事業は。

答 　農地農業用施設災害復旧に係る土地改良助

成事業、山地災害復旧に係る林業災害復旧事

業、林道災害復旧事業や本荘漁港
しゅんせつ

浚渫緊急対

応など、早期復旧を目指して対応した。

　７月１１日～１２日発生豪雨災害に対して、緊
急対応を行いました。 産

答 　売上減少額積算の対象期間は、令和２年10

月から令和３年８月までの、いずれか１カ月の

売り上げが前年同月と比べて、20％以上減少

の事業者に給付する。

問 　事業の詳細は。

　市内ホテル、旅館業、結婚披露宴など、宴会を
営む事業者に対して、支援金を給付します。

コロナ対策旅館業等事業者
支援給付金事業

産

答 　コロナ禍で「家で食事する人」が増えていく

なか、秋田テレビが提案した本市産品の消費

拡大、応援機運を高めるため、県内から全国ま

で「市産品の魅力」を発信し、消費拡大を図る。

問 　全国展開の事業として考えているのか。

　テレビ番組を活用し、本市産品の消費拡大を
図ります。

魅力発信による
市産品消費拡大事業

産

１７の目標を色別に示している

SDGsバッジ

走
り
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
地
域
の

方
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
や
地
域
の
食
育
の
推
進
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

介
護
保
険
制
度
改
定
で
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
費
用
負

担
が
大
幅
に
上
が
り
、
負
担
増
は
最
大

で
年
８２
万
円
と
な
る
。
預
貯
金
要
件
の

厳
格
化
に
よ
っ
て
減
額
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
と
最
大
月
６
万
円
の
負
担
増
と

な
る
。

　
負
担
が
増
え
る
人
の
人
数
と
金
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問 介
護
施
設
の
利
用
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　大
幅
増

佐々木隆一
（日本共産党）

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
る
細
分

化
に
よ
り
、
３
６
５
名
の
方
の

負
担
が
増
え
月
２
万
２
千
円
、
年
額
約

26
万
円
の
増
額
と
な
る
。

　
こ
の
制
度
改
正
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
保
険
料

の
上
昇
を
抑
え
つ
つ
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
図
る
観
点
か
ら
、
一

定
額
以
上
の
収
入
や
預
貯
金
な
ど
を
保

有
す
る
方
を
対
象
に
、
見
直
し
が
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

答

難
聴
は
認
知
症
最
大
の
因
子
と

さ
れ
周
囲
と
の
会
話
が
少
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な

る
の
で
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
静
岡
県
焼
津
市
で
は
６５
歳
以
上
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
、
聴
力
レ
ベ
ル
が
３０

デ
シ
ベ
ル
以
上
で
補
聴
器
購
入
の
２

分
の
１
を
助
成
し
上
限
は
３
万
円
で

あ
る
。
本
市
で
も
創
設
さ
れ
な
い
か
。

　
補
装
具
助
成
制
度
で
過
去
５
年
間

で
何
人
に
支
給
さ
れ
た
か
。

問 補
聴
器
助
成
制
度
の
創
設
を

市
独
自
の
助
成
は
困
難
で
あ
る
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
で

補
聴
器
の
交
付
を
受
け
た
人
は
１
３
９

人
で
あ
る
。

　
今
後
は
補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
る

補
聴
器
の
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
関
係

部
署
で
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
。

答

阿部十全
（無所属）

道
の
駅
へ
市
は
ど
の
様
に
関
っ

て
い
く
の
か
。

問 道
の
駅
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

毎
月
第
４
日
曜
日
に
「
道
の
駅

の
日
」
と
し
て
、
市
内
道
の
駅

が
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
特
典
企
画

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
道
の
駅
関

連
施
設
が
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を

企
画
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
最
新
の
情
報
提
供

が
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

答

鶴
舞
会
館
周
辺
施
設
の
駐
車
場

混
雑
解
消
策
は
あ
る
の
か
。

問 鶴
舞
会
館
周
辺
の

　
　
　
　駐
車
場
に
つ
い
て

新
た
な
駐
車
場
整
備
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
本
荘
公
園
第
一
駐

車
場
に
来
館
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
対
応
し
て
い
く
。

　
障
が
い
者
用
ス
ペ
ー
ス
は
現
在
の
１

区
画
に
加
え
、
鶴
舞
会
館
利
用
申
請
時

に
希
望
者
を
把
握
し
、
不
足
す
る
場
合

は
別
途
増
設
し
て
対
応
し
て
い
る
。

答

本
市
に
は
由
利
本
荘
市
環
境
基

本
条
例
が
あ
る
。
風
車
建
設
に

係
る
具
体
的
な
事
例
を
述
べ
、
本
市
の

条
例
に
符
合
す
る
か
、
質
問
す
る
。

問 由
利
本
荘
市
環
境
基
本
条
例
と

　
　風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
並
び
に
国

の
指
針
な
ど
に
基
づ
き
、
各
種

調
査
や
測
定
デ
ー
タ
の
公
表
を
含
め
適

正
に
行
わ

れ
る
べ
き

も
の
で
あ

り
、
市
の

環
境
基
本

条
例
の
改

正
は
考
え

て
い
な
い
。

答

「
市
民
生
活
が
い
ち
ば
ん
」
を
掲

げ
る
市
長
な
の
で
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
市
民
の
意
見

を
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

民
間
の
事
業
活
動
や
市
政
に
係

る
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て

は
座
談
会
や
要
望
書
な
ど
を
通
し
て
市

民
の
皆
様
や
団
体
な
ど
か
ら
幅
広
く

伺
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
行
わ
な
い
。

答

一番堰まちづくり地区計画に
係る条例改正

問 　改正する条例の主な内容は。

答 　一番堰まちづくり地区整備では、居住、福

祉施設、医療施設、商業施設および教育施

設の５つのエリアが計画されており、「一番堰

まちづくり地区計画」の都市計画決定に伴い、

建築基準法に基づき、地区計画の区域内にお

ける建築物に関する制限を定めるもの。

　一番堰まちづくり地区計画の都市計画決定に
伴い、関連する条例を改正します。 一

答 　契約金額は約３億８千万円。令和４年８月末

までの工期としており、工事内容としては、建

築工事一式、昇降機設備工事、外構工事。鉄

筋コンクリート３階建で、住戸規格は21戸（１

ＬＤＫ：12戸、２ＬＤＫ：９戸）となる。

　工事の発注形態は分割発注となり、この工

事の他に、事業費により単独発注として、電気

設備工事、機械設備工事が建築の工期に応じ

予定されている。

問 　工事の概要は。

　伊藤建友・塚本建設特定建設工事共同企業
体と請負契約を締結しました。

松涛団地１号棟建設建築
主体工事

建

７月１１日からの大雨による被害

問 　道路、河川などへの被害状況は。

答 　市内全域において、河川では計34カ所。道

路では123カ所にも及ぶ被害が発生しており、

復旧額は県からの補助災害として１億２千万

円。市の単独災害として５900万円となってい

る。

　その他、光風園の法面崩落による災害復旧

工事として１千万円。大内地区代内川の増水に

よる水道施設の復旧として、161万円の被害が

発生している。

　市内全域で被害が発生しております。 建

第三セクターの見直し・
経営健全化への取り組み

問 　どのように進めるのか。

答 　さきの市議会からの提言とそれに対する市

の考え方を踏まえ、「第三セクターの見直し

に係る指針」を改訂し、併せて指定管理経費

の対象・基準を明確化し、経営改善を図るこ

ととする。

　各社の将来の方向性を検討し、経営改善など
を進めます。 総

ＤＸ推進監の配置

問 　どのような施策が期待されますか。

答 　行政手続きオンライン化の推進や情報発信

の強化など、デジタル技術やデータの活用を庁

内横断的に推進することで、行政サービスの利

便性向上と人的資源の有効な活用に繋げるこ

とができる。

※「ＤＸ」…デジタルトランスフォーメーション

　９月１日よりＤＸ※推進監を配置しました。 総

新創造ビジョン後期基本計画
の変更

問 　変更の内容は。

答 　「アフターコロナに向けた取り組み」、「人口

減少対策として女性や若者に魅力ある仕事の

創出」の２つを重要な視点として位置付け、

これまでの取り組みの成果を踏まえながらよ

り大きな成果を生み出せるよう総合的に取り

組むこととする。

　本市を取り巻く昨今の課題を踏まえ、後期基
本計画を変更します。 総

モノパイル杭打ち作業（秋田港）
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木茂
（市民創風）

御
門
町
で
の
床
上
浸
水
や
車
水

没
は
な
ぜ
防
げ
な
か
っ
た
の
か
。

７
月
11
日
か
ら
の
豪
雨
は
、
３

時
間
で
１
４
９
ミ
リ
と
い
う
か

つ
て
な
い
降
雨
量
で
あ
り
、
５
年
に
一

度
程
度
の
大
雨
を
想
定
し
て
断
面
が
決

め
ら
れ
た
大
沢
川
の
能
力
を
上
回
り
、

道
路
側
溝
や
宅
地
か
ら
の
雨
水
を
大
沢

川
が
流
下
で
き
ず
、
浸
水
被
害
を
大
き

く
し
た
。

　
道
路
側
溝
は
、
土
砂
な
ど
の
堆
積
を

考
慮
し
て
断
面
積
を
確
保
し
て
お
り
、

本
荘
地
域
で
は
年
２
回
側
溝
清
掃
を
実

施
し
、
御
門
町
は
じ
め
多
く
の
町
内
会

か
ら
も
、
側
溝
の
維
持
管
理
に
協
力
を

頂
い
て
い
る
。

　
市
民
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
岩
城
や

小
友
地
域
に
避
難
指
示
を
発
令
し
た
が
、

実
際
に
避
難
し
た
住
民
は
少
人
数
で
あ

っ
た
。

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
避
難
情
報
が
住
民
に
正
確
に
伝
達

で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

豪
雨
災
害
と
対
策
に
つ
い
て

問答

長沼久利
（高志会）

新
た
な
過
疎
対
策
法
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
へ
の
移
住
者
の
増
加
や
情
報

通
信
技
術
を
利
用
し
た
、
新
た

な
働
き
方
に
よ
る
過
疎
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
必
要
な

対
策
を
実
施
す
る
。

問答答 地
域
の
持
続
発
展
に
向
け
て
の

新
た
な
過
疎
対
策
法
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
基
本
的
考
え
と
推

進
は
。

更
な
る
市
民
の
利
便
性
向
上
と

業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
」「
自

治
体
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」

「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
」
な
ど
産
学
官

で
の
活
動
や
、
県
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
本
部
と

の
調
整
を
図
り
効
果
的
推
進
に
努
め
る
。

問 行
財
政
改
革
か
ら
の

　
　
　
Ｄ
Ｘ
戦
略
に
つ
い
て

市
道
由
利
中
央
線
と
由
利
飛
鳥

線
の
歩
道
に
植
え
ら
れ
た
サ
ル

ス
ベ
リ
４
本
に
花
や
葉
が
見
ら
れ
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
　

市
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
イ

チ
ョ
ウ
を
伐
採
し
、
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植

樹
し
た
。
建
設
部
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

５
本
が
枯
死
し
て
お
り
、
工
事
の
契
約

で
は
、「
工
事
完
成
後
一
年
以
内
に
枯

死
ま
た
は
姿
形
が
不
良
と
な
っ
た
場
合

は
、
当
初
植
栽
し
た
樹
木
と
同
等
以
上

の
規
格
の
も
の
に
植
え
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
秋
に
は
、
発
注
者
と
受
注
者
が

立
会
い
の
う
え
で
生
育
状
況
を
確
認

し
、
受
注
者
に
対
し
、
植
え
替
え
な
ど

の
適
切
な
対
応
を
指
示
す
る
。

問答 市
道
の
歩
道
に
植
え
ら
れ
た

　
　
サ
ル
ス
ベ
リ
に
つ
い
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
振
興

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
。

近
距
離
移
動
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
が
あ
り
、

本
市
に
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
や
マ
イ
カ
ー
旅

行
で
立
ち
寄
れ
る
施
設
な
ど
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
あ
る
の
で
、
個
人
に
向
け
た

情
報
発
信
の
強
化
で
誘
客
に
努
め
る
。

問答 観
光
振
興
に
つ
い
て

「
老
朽
危
険
空
家
等
解
体
撤
去

補
助
金
」
制
度
の
実
績
は
。

対
象
者
が
特
定
空
き
家
な
ど
の

所
有
者
に
限
定
さ
れ
、
23
件
・

27
人
に
補
助
制
度
の
案
内
を
し
た
が
、

申
請
に
は
至
っ
て
な
い
。

　
今
後
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問答 空
き
家
対
策
強
化
に
つ
い
て

旧
大
琴
小
学
校
跡
地
利
活
用
と

周
辺
振
興
策
は
。

令
和
10
年
に
は
国
道
１
０
７
号

大
簗
工
区
改
良
工
事
が
完
成
し
、

立
地
条
件
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
民

間
か
ら
の
引
き
合
い
な
ど
を
踏
ま
え
、

遊
休
市
有
財
産
の
効
果
的
活
用
を
模
索

し
て
い
く
。

問答 旧
大
琴
小
学
校
跡
地
の

　
利
活
用
と
周
辺
地
区
の

　
　
　
　
振
興
策
に
つ
い
て

※陳情第７号：沖縄防衛局による沖縄本島南部の沖縄戦戦没者の遺骨が混入した土砂の採取計画をやめることを国に求める意見書提出についての陳情

※三浦秀雄議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風
会派・
議員名

議案

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

正
木

　修
一

小
川

　幾
代

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　勇

佐
々
木

　茂

高
野

　吉
孝

大
関

　嘉
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　
　功

泉
谷

　赳
馬

渡
部

　聖
一

吉
田

　朋
子

三
浦

　秀
雄

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

伊
藤

　文
治

伊
藤

　順
男

陳情第７号 ３２１○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 × × ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対　欠：欠席

陳　情　結　果

継続審査

○陳情第７号
　沖縄防衛局による沖縄本島南部の沖縄戦戦没者
　の遺骨が混入した土砂の採取計画をやめること
　を国に求める意見書提出についての陳情　

沖縄に応答する会＠あきた
代表　兵藤　知子

●手数料条例の一部改正
●税条例の一部改正
●老人福祉施設におけるサービスに要する費用の
　徴収に関する条例の一部改正
●市営住宅管理条例の一部改正
●工場等立地促進条例の一部改正

条例関係（主なもの）

●路線の認定
　・大鍬町８号線
　・東梵天３２号線
　開発行為に伴い、新たに設置された路線について
認定するもの

市　道　認　定

人　事　案　件

■人権擁護委員（任期：３年）

　新田　実生子　氏（新任）矢島地域城内
にっ た み こき

●議員発案第３号

　市議会委員会条例の一部改正

　議会改革特別委員会での検討結果を基に現行の４

常任委員会を３常任委員会とするため、現在の産業

経済常任委員会と建設常任委員会を１常任委員会

（産業建設常任委員会）とし、併せて常任委員会の

所管を改めるもの。

●議員発案第４号

　市議会会議規則の一部改正

　「由利本荘市議会議員の定数を定める条例」にお

ける議員定数の改正（26 名から 22 名への 4 名減）

が 11 月１日から施行されることに伴い、会議規則

で人数要件が定められている条項について、条文を

整理するもの。 

●議員発案第５号

　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

　財源の充実を求める意見書の提出

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、来年

度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けら

れない地方財政において、 社会保障関係経費や公共

施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需

要に見合う財源確保のため、地方税制の充実確保が

強く望まれることから、令和４年度地方税制改正に

向け、国に要望するもの。

議　員　発　案

同意

可決

可決

可決

◆松涛団地１号棟建設建築主体工事請負契約の締結

　契約金額：３億８０１６万円

　契約の相手方：伊藤建友・塚本建設特定建設工事

　　　　　　　　共同企業体

代表者　伊藤建友株式会社

代表取締役　伊藤　佐喜男

◆物品（小型動力ポンプ付軽積載車）購入契約の締結

　大内、東由利、鳥海消防団に配備する小型動力ポ

ンプ付軽積載車７台を購入するもの

　契約金額：４７７４万円

　契約の相手方：猿田興業株式会社

代表取締役社長　猿田　知久

契　約　案　件 可決

9月定例会9月定例会

3 由利本荘市議会だより  第66号（9月定例会）

枯死？したサルスベリ
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市民まつり実行委員会
秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進期成同盟会総会
小野祐佳選手 東京２０２０オリンピック出場壮行会
由利畜産共進会閉会式・褒賞授与式
全国花のまちづくり由利本荘大会
高速道路ネットワークを利用した地域づくりフォーラムinあきた
新山小学校改築事業起工式・安全祈願祭

羽後本荘駅東西自由通路等新設・駅舎橋上化工事修祓式・記念式典
戦没者追悼式
都市計画審議会
小野祐佳選手 東京２０２０オリンピック出場報告会

７月

８月

市議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

http://cccc.backshelf.jp/

 ２日
９日

３０日

２３日

３０日

３日
６日
７日

８日
１３日
１６日
２２日

２８日

７月

８月

９月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
一番堰まちづくり事業特別委員会協議会
当局との連絡会議
会派代表者会議

会派代表者会議
議会運営委員会
会派代表者会議
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
決算審査特別委員会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１０日
一番堰まちづくり事業特別委員会（議案審査）決算審査特別委員会
決算審査特別委員会（主査報告）
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会報編集特別委員会

９

月

定

例

会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

19,580円
（1件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

70,000円
（3件）

30,000円
（1件）

議長交際費議長交際費

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌

由利本荘市議会だより  第66号（9月定例会）

（７／１～９／３０）

２日
４日

１３日
１７日

２１日
２７日

５日
１８日

２１日

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１４１５ ２０

２１ ２６ ２６

２８ ４２９ ２ ３

２７

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

１２／１

１１

１２

５

１５１４ １６ １８

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

１６

６ ７ ８ ９
常任
委員会

１０

１９　１１月１９日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３０

常任
委員会

１３
本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は１１／３０～１２／１7 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。
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実質収支は16億2910万6千円の黒字

令和２年度 一般会計決算令和２年度 一般会計決算

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２７億９５４４万１千円

１１億５９９８万３千円

２３億２８０１万９千円

１０億２４９５万４千円

下水道事業 ３４億７２４４万６千円 ３５億１４４９万９千円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和２年度 令和元年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６７６億２３７０万９千円

９０６，７８７円

７４，５７５人

６９０億４万２千円

９１２，２７６円

７５，６３５人

19億9254万9千円

16億2910万6千円

実質収支

3億6344万3千円

令和３年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

6903万9千円

593億

歳出総額

7649万円

573億

令和２年度決算を認定

１２特別会計の状況１２特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０７億９５７９万２千円 １０８億１９７４万９千円 １０６億１５４０万２千円 ２億４３４万７千円

１２特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、一番堰まちづくり事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、
北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

　令和３年９月定例会を８月３０日から９月２２日までの２４日間の会期で開催しました。

市提出案件は５７件で、令和２年度決算認定１６件のほか専決処分報告１件を承認し、人事案件、条例関係、契

約締結、令和３年度補正予算などを審議した結果、原案のとおり可決しました。

　また、陳情１件について継続審査、議員発案３件について原案のとおり可決しております。

９月定例会



で
す

由
利
本
荘
市
議
会

令和２年度決算を認定　　　▶Ｐ２

議論の中からピックアップ　▶Ｐ４

ここが聞きたい　一般質問　▶Ｐ６

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　▶Ｐ１２

９月定例会
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か
ら

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
議
会
の
動

き
が
伝
わ
る
よ
う
、
な
る
べ
く
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
き

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
誤
字
脱
字
・
誤
植
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
「
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
」
の
末
、
完
成

に
至
る
難
し
さ
を
実
感
。
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
行
事
が
中
止
さ
れ
、
表
紙

の
ネ
タ
探
し
も
苦
慮
。
こ
こ
に
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
収

束
を
切
に
望
む
と
と
も
に
、
４
年
間

の
ご
愛
読
に
感
謝
し
な
が
ら
、
最
後

の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　（
岡
見
善
人
）

の住む矢島地域には、４００年以上の歴史が

あると言われている八朔祭りがあります。毎

年９月の第２日曜日に行われ、土曜日の宵宮には神

楽太鼓の音が響き、日曜日の祭り当日は、６丁の山

車が御神輿とともに町内を練り歩きます。祭りまで

の間、練習や準備で町が活気づき、一年で最も楽し

い時期だと私は思います。

　しかし、昨年と今年は、コロナの影響で中止に

なってしまいました。夏の終わりの夜にいつも聞こ

えてきていた笛や太鼓の練習の音が聞こえなくなる

ことなど、想像もしていませんでした。早くコロナ

が終息して、またあの時のような笑顔があふれる町

になることを願っています。

は、何歳になっても矢島で生活したい。鳥海

山に子吉川、緑の山々、自然豊かな街。

　矢島駅の駅カフェ。クリームソーダがとてもおい

しい。おいしいと言えば、しょうがラーメンに虎の

子まんじゅう、ジャージーソフトと次々に挙がる矢

島名物。まろやかで濃厚なソフトを食べれば元気が

わいてくる。日本酒もワインも生産されている。地

元の自慢だから、子どもでも地元のお酒の銘柄を

知っている。私は、こんな素晴らしいものを作って

いる生産者が矢島にいることを、誇りに思う。

　矢島には、おいしいものがまだまだある。おいし

いものは、人を幸せに元気にしてくれる。矢島に食

べ物テーマパークができたら、もっと多くの人と楽

しく暮らせると思う。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.24

私 私

おいしいものの里　矢島もう一度笑顔があふれる町へ

矢島小学校 ６年

さん佐藤 朱莉

矢島中学校 ３年

（町内名　豊町）（町内名　舘町）

さ とう あか りさ とうみ り

さん佐藤 未理

たくさん みのって よかったね！／小友保育園稲刈り（９月２７日）

12収穫で笑顔いっぱいの さくら組さん（左）すみれ組さん（右）
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　長
年
望
ん
で
い
た
喫
茶
店
が
矢
島
駅
待
合
室

に
で
き
ま
し
た
。
と
も
す
れ
ば
人
の
気
配
の
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
待
合
室
に
喫
茶
店
が
で
き
て

か
ら
、
町
内
の
方
々
が
友
達
と
来
た
り
家
族
で

何
回
も
来
て
孫
と
一
緒
に
笑
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
ば
こ
号
に
乗
る
方
、
降
り
て
来

た
方
た
ち
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お

菓
子
、
カ
レ
ー
な
ど
食
べ
ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
、

そ
う
い
う
場
面
を
見
て
い
る
と
私
も
元
気
が
出

て
き
ま
す
。「
こ
の
頃
お
ば
こ
号
頑
張
っ
て
い

る
ネ
」
と
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　住
民
の
方
々
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
の
お
ば
こ

号
に
通
勤
、
通
学
、
お
出
か
け
な
ど
で
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
を

心
の
片
隅
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
地
域
発
展
の
発
信
力
と
な
る
お
ば
こ
号

が
残
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 活

気
あ
る
矢
島
駅
に

こ

さ

と
う

さ
ん

矢
島
地
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（
町
内
名

　沖
小
田
）

佐
藤 

ま
つ
子


